
 

津波により流失した気仙大橋の仮橋設置工事 
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 平成23年3月11日に発生した，東北地方太平洋沖地震による巨大津波で，岩手県陸前高田市は

壊滅的な被害を受けた．同市内の気仙川に架かる国道45号気仙大橋は上部工が全て流失し，隣

接する宮城県気仙沼市との間では最大約50㎞もの広域迂回を強いられることとなった．そのよ

うな状況を解消するため，東北地方整備局三陸国道事務所では，気仙大橋の下流側に仮橋を設

置したが，関係各者の協力や施工業者の努力により工期を大幅に短縮し，被災者救援・復旧支

援に寄与することができた． 
 

キーワード 仮橋設置工事，広域迂回，地域協働，復旧支援  
 
 

１．はじめに 

 昨年（平成23年）3月 11日 14時 46分に発生した，

宮城県沖を震源とするマグニチュード9.0の東北地方太

平洋沖地震では，東北～関東の太平洋沿岸に巨大津波が

押し寄せ，甚大な被害をもたらした． 

岩手県陸前高田市では，市街地および気仙川を津波が

遡上して壊滅状態となり，死者・行方不明者約 1800 人

など，県内最大の被害を受けた．このため，市内と岩

手・宮城両県沿岸地域を結ぶ大動脈となっている国道

45 号でも，図-1 に示すように各所で被害が生じた．中

でも気仙川と国道 45 号が交差する気仙大橋では，上部

工が全て流失（写真-1）した．また，上流の県道に架か

る姉歯橋も流失したため周辺に迂回路が確保できず，同

市と隣接する宮城県気仙沼市との間では図-2 のように，

通常時と比べ最大約 50 ㎞もの広域迂回が必要となった． 

このような状況下，沿岸被災地の道路網の回復を図り，

被災者救援や復旧をより円滑に進めるためにも，気仙大

橋の早急な復旧が求められた．そこで国道 45 号を管理

する東北地方整備局三陸国道事務所では，気仙大橋の下

流側に仮橋を設置することにより復旧を行うこととした． 

本論文では，気仙大橋の早急な復旧を行うために，三

陸国道事務所および施工業者が検討および施工した工法，

そして今後の復旧計画についても紹介する． 

 

 

２．構造案の検討および工事概要 

（1）構造案の検討 

三陸国道事務所では，仮橋の構造案の検討に際して，

次の点を考慮した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 上部工が流失した気仙大橋 

 

 

図-1 陸前高田市内の国道45号被災状況

図-2 国道45号広域迂回図 
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表-1 各CASEの比較表 

①．現位置で本復旧させる場合の妨げにならない 

②．工期が短い 

③．経済性  

④．施工の確実性  

⑤．河積阻害率の低減 

 

以上の 5 点をもとに，表-1 に示す 3 つの案（CASE1～

CASE 3）を検討した． 

CASE1･･･工事用仮桟橋を設置してから仮橋を施工する

ため，工期・コストがかかる．工事用仮桟橋

のスパンが短いため，河積阻害率も大きい． 

CASE2･･･現在と同じ位置で本復旧させる場合，仮橋を

別途設置する必要があり，コストがかかる．

橋脚の損傷状況によっては，仮橋供用までの

工期が長くなる． 

CASE1・CASE2 には，以上のような課題があることから，

本橋復旧時までのコストおよび，施工の確実性を考慮し

て CASE3（下流側に仮橋を設置）を採用することとした． 

工事は，仮橋部分は東亜建設工業(株)（昭和57年に気

仙大橋を架橋した際，下部工の施工を担当）と，前後の

アプローチ部分は明和土木(株)とそれぞれ随意契約を結

び発注された．当初工期はいずれも9月30日までであっ

たが，工期をさらに短縮し，一日でも早く供用させるこ

とが課題となった． 

 

（2）工事の設計図面および概要 

本工事の設計図は図-3に示した．橋長は210.582ｍ，

幅員は9ｍ，最大支間長は36mである．また，桁下高は現

堤防高＋1.00m以上を確保しているが，破堤した堤防を

本復旧する際，地震による地盤沈下（陸前高田市では最

大-0.84m）の分だけ嵩上げした場合の余裕を考慮したた

めである． 

 

 

３．本工事の特徴 

（1）工事の流れ 

表-2に，随意契約以後の本工事の流れを示す．本工 

 

 

 

 

 

 

図-3 仮橋設計図（上から横断図・側面図・平面図） 

表-2 随意契約～供用開始までの工事の流れ 

 

 
事では，下部工となる杭の打設及び桁の架設の一部を起

重機船により水上施工で行うこととした．しかしこの付

近の気仙川は非常に浅く，台船が入船できないため，最

初にバックホウ台船を用いて浚渫工事を行い，3.0ｍの

深さを確保することとした．随意契約の翌日（4 月 1

日）から浚渫範囲の測量を行った結果，台船による水上

施工が可能であると判断した． 

  

（2）工期短縮に向けた取り組み 

表-2に示すように，当初工期より2ヵ月以上早い7月10

日に供用することができたが，その背景には，浚渫範囲

の測量と並行して地元関係者（県振興局・漁協・地権者

など）との協議を迅速に行い，工事に対して早期の理解

が得られたこと（図-4）はもちろん，海洋土木工事を得

意分野としている東亜建設工業の技術が以下のような形

で生かされたことも大きい． 

採用案
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陸上（仮桟橋上） 水上 水上

22.20% 4.50% 5.40%

150日 108日 110日

17.6億円 10.4億円 8.9億円

18.6億円 17.8億円 9.8億円

河積阻害率 × ○ ○

工期 × ○ ○

コスト × × ○

・工事用仮桟橋を
設置し、仮橋を施工

・既設橋脚上に仮
橋を架設

・既設橋脚の下流
に仮橋を架設

評
価

コスト

本橋復
旧時

構造形式案

施工場所

河積阻害率

工期（仮橋供用まで）

コスト（〃）

概要

側面図

36000 14040 36000 36502 36000 16040 36000

210582

KA1 KP2 KP3 KP4 KP5 KP6KP1 KA2KA1 KP2 KP3 KP4 KP5 KP6KP1 KA2

至 宮古市至 仙台市

標準横断図
9000

2000 3500 3500

歩道 車道 車道

平面図

36000 14040 36000 36502 36000 16040 36000

210582

KA1 KP2 KP3 KP4 KP5 KP6KP1 KA2KA1 KP2 KP3 KP4 KP5 KP6KP1 KA2

仮橋（水上部分） 仮橋（陸上部分） アプローチ部分

3月31日

4月1日 河川部深浅測量開始

4月8日

4月13日 河川協議（県振興局・漁協等）

4月16日 浚渫作業開始（～5/10）

4月28日 随意契約（明和土木）

5月1日 測量開始

5月9日 土嚢製作用ヤード造成開始（～5/12）

5月12日 下部工杭打設開始（～5/25）

5月15日 下部工杭打設開始（～6/14）

5月16日 大型土嚢製作（～5/31）

5月19日 大型土嚢設置（～6/17）

5月23日 盛土工開始

5月28日 桁架設開始

6月2日 舗装工開始

6月6日 桁架設完了

6月8日 桁架設開始

6月18日 桁架設完了

6月22日

6月30日 盛土工完了

7月7日 舗装・区画線完了

7月10日

随意契約（東亜建設工業）

仮橋構造協議（本局）

防護柵完了

覆工板設置完了

供用開始

桁組立開始（地組ヤード・～6/15）

月日
進捗状況



 

図-4 地元関係者との協働のイメージ 

写真-2 水上・陸上同時施工状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-3 水上杭打設状況

 
①．工程管理上の工夫 

 橋台（陸上施工）・橋脚（水上施工）・アプローチ部

分の3ヵ所を同時に施工（写真-2）．早出残業・日の出

～日没の作業を休日返上・一日最大 90 人体制で行った． 

②．大型台船の確保 

 水上施工では，作業の効率化のため，河川浚渫の段階

から以下の大型クレーン台船を全国から手配し使用した． 

・1000ｔ台船（上部工に使用する桁を海上輸送する際に

使用） 

・クレーン付台船（450t 吊、下部工杭打設・上部工桁

架設用に使用）（写真-3・写真-4）  

・バックホウ浚渫船 

③．上部工桁の製作ヤードの確保 

 上部工の桁はあらかじめ地組製作し，現地へ海上輸送

して一括架設することとした．長距離の輸送は海象面で 

写真-4 上部工桁架設状況 

 

 

写真-5 桁材地組状況（茶屋前ヤード） 

 

 

写真-6 桁材海上運搬状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リスクを伴い，工程にも影響するため，できるだけ近い

場所に製作ヤードを確保する必要があった．岩手県との

協議により大船渡港の茶屋前岸壁（大船渡市）の使用許

可を得ることができたため，そこで組立作業を行い

（写真-5），1000ｔ台船により約 30 ㎞海上輸送し（写

真-6），現地で架設した．  

④．既製の鋼材の使用 

下部工の杭に使用するH形鋼は大量に必要であり，新規

製作では調達に時間がかかるため，市中品について品質

を確認した上で使用することを認めた．また，上部工の

最大支間長は 36m であり，過去に使用実績はなかった

（これまでに使用したのは最大 34m）が，設計上の問題

がないため，既製の桁をそのまま使用することができ，

工期短縮につながった． 
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写真-7 開通式典の様子（三陸国道事務所長による説明） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-8 迂回路渋滞状況（仮橋供用前） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．供用開始による効果および今後の計画 

（1）供用開始とその後の効果 

供用当日の 7 月 10 日は，一般供用に先立って開通式

典が催され，三陸国道事務所長による工事完成説明・地

元の気仙小学校児童から施工業者への花束贈呈などが行

われた（写真-7）．式典途中に発生した地震により津波

注意報が発令されたため予定よりも早い一般供用となっ

たが，国道 45 号は被災以来 4 ヵ月ぶりに全線通行可能

となり，広域迂回および迂回路で深刻となっていた渋滞

が解消された（写真-8・写真-9）．これにより主要幹線

道路としての機能が回復するとともに，地域住民からも

喜ばれ（写真-10），被災者救援・復旧支援に寄与する

という当初の目的を果たすことができた． 

 

（2）本橋の復旧について 

本橋の復旧については，仮橋の耐用年数を考慮すると

早急に進める必要がある．架橋位置については，陸前高

田市の復興計画とも整合を図り，被災前と同じ位置とし

た．県の津波浸水シミュレーションの結果を基に，最大

級の津波の際にも上部工が影響を受けない桁下高とする

ことなどを含め，現在橋梁設計中である． 

復旧工事としては，今年度から下部工の撤去が始まる

が，震災から1年半が経過し，仮橋設置時とは周辺を取

り巻く状況が変化してきていることから，関係者の理解

と協力を再度得ながら，本復旧を円滑に進めていくこと

が今後の課題である． 

写真-9 仮橋供用開始当日の交通状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-10 供用開始に対する住民の声(H23.7.10 日本経済新聞) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．終わりに 

 先に述べたように，予定より2ヵ月以上早く気仙大橋

の仮橋を供用することができたのは，三陸国道事務所・

施工業者双方が素早い対応をしたことはもちろん，施工

にあたって各種協議を受けた地元関係者（地権者・漁

協・岩手県など）からも早期供用に向け工事に対する理

解と協力を得られたことによる面が大きい．またこの工

事では，私は現場監督職員という立場であったが，地元

の期待を背負っているだけでなく，復興の鍵として全国

にも注目されていることを感じて携わることができた．

本工事に携わった関係者の皆さんには改めて感謝を申し

上げます． 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


